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基本作業－xxx　容器内作業の立入準備(一般事項)
容器のマンホールを開放又は閉止する場合は当該プラント係長の許可を得ること。

1） マンホール開放後は、直ちに「立入禁止」の表示を開放した全てのマンホールに取付ける。

2） 必要に応じ換気装置等により通風、換気をはかる。

3） 立入許可前に当該プラント係長の指定する者が容器内等の可燃性ガス、有害ガス及び酸素等のガス検知を行う。
· ガス検側定時の注意点（測定対象は酸素及び含有可能性ガス）

1） 測定箇所が対象容器内の代表的な場所であること。
必要に応じて、水平、垂直方向に数点測定する。

2） 原則として容器等の外部から測定し、測定しようとする箇所へ保護具なしで「身体の乗入れ」「立入り」を決して行わない。

3） 測定頻度は、作業着手前、中断後の再開前、温度上昇による有害ガスの蒸発、発生又は錆による酸欠の発生など状況変化に応じて行う。

4） 測定結果は３年間保存。
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